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2025年 1月発行 

立正保育園 

あけましておめでとうございます  

新しい年がスタートしました。昨年は、やっとコロナ感染が落ち着き、以前のようにたくさんの行事ができるよう

になった 1 年間でしたね。その反面、ヘルパンギーナ、アデノウイルス、RS ウイルス、ヒトメタニューモ、インフ

ルエンザなど、さまざまな感染症が流行しました。コロナ渦の感染対策の徹底で、多くの感染症が少なかったため

免疫が低下し感染が広がりやすくなった。ともいわれています。子どもは、乳幼児期にさまざまな感染症にかかっ

て免疫をつけていきます。そのため「感染を過度に恐れる必要はないですが、重症化するケースもあるので、いつ

もと様子が違う場合は、迷わずかかりつけ医を受診」しましょう。 

子どもたちが健康に過ごせるように、ほけんだよりを通して病気の予防方法などをお伝えしていきます。 

本年もよろしくお願いします。 

 

 

 

 
今回も、園医の橋田先生から、「虫歯のあ

る子が減ったね。虫歯のある子もちゃんと

治療している子が多いね」と褒めて頂きま

した。検診中も春には泣いていた子も大き

な口を開けて見せてくれたり、静かに待つ

ことができたりと、成長を感じることがで

き、うれしく思います。 

引き続き、丈夫な永久歯のために、スキン

シップも兼ねて一日一回は仕上げみがき

をしてあげてください。 

秋の歯科検診の結果 

R5.10.31 

 
（虫歯があった子の人数） 
 

白 0 人/12人  赤 3人/24人 
 
黄 0 人/24人  緑 1人/26人 
 
桃 0 人/24人  青 3人/25人 

 

仕上げみがきが大切です 
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鼻水・鼻づまり 
鼻水や鼻づまりをほうっておくと、鼻やのどの

粘膜が炎症を起こし、ほかの病気の原因になる

こともあります。鼻水・鼻づまりが気になった

ら、早めに病院を受診しましょう。 

そして、園では、鼻水が

出たらふく、鼻がつまっ

たらかむ、という生活習

慣が身につくよう、繰り

返しています。 

家庭でも習慣づけてく

ださい。 

かぜの時にお風呂に 

入っても大丈夫？ 

熱がなければ入っても大丈夫です。かぜの時

のお風呂は、疲れを取るためではなく、皮膚

を清潔にすることが目的なので、汗や汚れが

取れれば十分です。体力の消耗を防ぐため、

お湯の温度は上げ過ぎず、湯冷めしない環境

をつくりましょう。お子さまが嫌がる時は無

理にお風呂に入れるのはやめましょう。 



 

 

 
インフルエンザが流行する季節です 

数年、インフルエンザの流行はありませんでしたが、今年は、都市部で

感染者が増えてきています。寒くなり空気が乾燥してくると、インフル

エンザが流行しやすくなるので、注意が必要です。 

感染予防のため、咳エチケットや外出後の手洗い、手指消毒などを心が

けましょう。 

 

 

インフルエンザの出席停止期間とは？ 

 

 インフルエンザにかかると感染防止のため、数日間は保育園や学校を休まなければなりません。学校保健法

で「発症した後 5日を経過し、かつ、解熱した後 3日を経過するまで」を出席停止期間と定められています。

インフルエンザ発症後、保育園へ登園可能になるには、「解熱後 3 日が経過していること」と、「発症後 5 日

が経過していること」の２つの条件を満たす必要があります。発症とは発熱の症状が現れたことを指し、日

数を数える時は発症日は含まず、翌日からを発症 1 日目と数えます。両方の条件を満たさなければならない

ため、たとえ発症後すぐに解熱し、元気になったとしても、発症から 5 日間が経過していなければ登園は出

来ません。以下の早見表を参考にカレンダーなどで登園可能日を確認してください。不安な場合はかかりつ

け医の先生に確認するようにしましょう。 

 

 
 


